
給電用シミュレ ー タの開発

ま え が き

このたぴ， 自動給電ジステムの機能強化と合わ

せ電力分野では初の試みとして「実系統をそのま

ま表現」でき， 応用機能も系統全停復旧から個別

操作チェ ックに至るまで， 本番さながらの機能を

具備する給電用ジミュレークを開発し， 6 月 1 日

から運用を開始した。

以下， その概要について報告する。

2 シミュレ ー タ設置の必璽性

給電用ジミュレークの開発をかねてから検討し

ていたが， その必要性を列記してみると

(1) 電力系統の巨大化， 複雑化に伴い， 高度な

系統運用技術が必要となったため， 系統の応

動， 特性を把握， 理解し運用， 指令に当って

の適応能力を習熟する必要がある。

(2) 電力系統の強化， 的確な運用管理等により

重大事故に遭遇する機会が少なく， 指令員が
実系統において， その対応に習熟することは

難しくなってきている。

(3) 昨今の海外における大停電事故に見られる

ような， 不測の事態の処置ぱ， 自動化しにく

いものが多く， 給電指令員の迅速， 的確な判

断， 指令を必要とする。

このような状況から， 実系統規模で系統の諸現

象をリアルクイムで動的に模擬するジミュ レ ータ

の開発が要望されていた。

3 構成と配置

自動給電ジステムとジミュレークの共用を図る

ため， 構成に当っては次のような配慮をした。

(1) 計 算 機
自動給電ジステムの片系をジミュレークとし

て使用し， 実運用のデークをジミュレージョン

の初期条件として利用する他， 多くの運用， 表

示フ゜ログラムを兼用した。また一方， 運用系の

計算機が故障した時は， ジミュ レー クの系列機

で容易にバックアッフ゜可能とした。

系 統 運 用 部

給電用シミュレータの全景

(2) ジミュレーク装置

訓練の効率化， 取扱要員の省力化を始め， 設

備， スペー スの共用化を図るため， 既設の中給

指令室に隣接設懺した。諸装置は， 次の通り実運

用との等価性を図った。

0 系統盤……1面(6. 3m x 2. 6m) 

表示個数 CB 約300, LS 約100

数字表示管約100

。指令台……訓練用3台， インストラクク卓

1台(4名配員）

電話回線 120共電回線相当

oCRT……監視， 操作用 4 台

状変モニク用1台

画面数 応用画面 約90

インフ° ット画面約50

4 機 能

2項の諸条件に応え， 本番さながらの訓練がで

ぎるよう， 迅速処理， 高度な機能を具備すること

とした。概要は次の通りである。

(1) 規模， 現象の類似性

ア 系統規模と現象

o 500kV～主要154kV系統を対象

0 5秒周期の電力潮流， 電圧， 周波数変化

模擬（改良AC フロー法）

0 負荷変動は， 1分毎の総需要実績に10秒

毎の乱数を重畳して変化模擬
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